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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第61期

第３四半期連結
累計期間

第61期
第３四半期連結
会計期間

第60期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　12月31日

自　平成20年
　　10月１日
至　平成20年
　　12月31日

自　平成19年
　　４月１日
至　平成20年
　　３月31日

売上高 (百万円) 44,145 15,247 63,478

経常利益 (百万円) 2,101 623 6,776

四半期(当期)純利益 (百万円) 969 315 3,735

純資産額 (百万円) ― 58,841 60,032

総資産額 (百万円) ― 66,506 70,902

１株当たり純資産額 (円) ― 1,403.991,399.99

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 23.00 7.56 86.93

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 87.5 83.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 3,371 ― 7,475

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △4,390 ― △3,541

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △2,001 ― △2,367

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― 6,163 9,183

従業員数 (人) ― 2,038 2,000

　
(注) １　売上高には、消費税等は含まれていません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していませ

ん。

３　従業員数は、就業人員数を表示しています。

　

EDINET提出書類

日東工業株式会社(E01759)

四半期報告書

 2/24



２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成20年12月31日現在

従業員数(人) 2,038〔183〕

(注)  従業員数は就業人員(当社グループから当社グループ外への出向者を除く。)であり、臨時従業員数(臨時社員及び

パートタイマー)は〔　〕内に当第３四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載しています。

　

　

(2) 提出会社の状況

平成20年12月31日現在

従業員数(人) 1,771〔118〕

(注)  従業員数は就業人員(当社から社外への出向者を除く。)であり、臨時従業員数(臨時社員及びパートタイマー)は

〔　〕内に当第３四半期会計期間の平均人員を外数で記載しています。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績を事業部門別に示すと、次のとおりです。
　

部門別

当第３四半期
連結会計期間

(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

金額(百万円) 構成比(％)

配電盤
関連事業

配電盤 7,387 47.7

キャビネット 5,799 37.4

遮断器・開閉器 1,231 7.9

パーツ・その他 1,071 6.9

計 15,489 99.9

金型関連事業 12 0.1

合計 15,502 100.0

(注) 金額は販売価格によっており、消費税等は含まれていません。

　

(2) 受注状況

「配電盤関連事業」は製品の性質上、原則として需要予測による見込生産方式をとっており、また、

「金型関連事業」については、影響が軽微なため記載を省略しています。

　

(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりです。
　

部門別

当第３四半期
連結会計期間

(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

金額(百万円) 構成比(％)

配電盤
関連事業

配電盤 7,460 48.9

キャビネット 5,611 36.8

遮断器・開閉器 1,103 7.2

パーツ・その他 1,060 7.0

計 15,235 99.9

金型関連事業 12 0.1

合計 15,247 100.0

(注) 金額には消費税等は含まれていません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等は行われていません。
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３ 【財政状態及び経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものです。

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米国に端を発した世界的な金融危機の深刻化や、

株式市場の低迷、大幅な為替変動などにより、景気は極めて厳しい状況で推移しました。また、輸出や企

業収益の大幅な減少に伴い雇用情勢も急速に悪化し始め、先行きについても、当面は悪化が続き、一層

の下振れ懸念が高まるものと思われます。

当業界においても、設備投資の低迷や、工作機械の内需受注が低調に推移するなど、依然として厳し

い状況が続きました。

このような情勢下にあって当社グループは、新市場の開拓と既存市場の深耕、新製品の売上拡大はも

とより、環境対応、安全性、省施工などを一層追求した研究開発ならびに製品化を行いました。また、業

務効率の向上および原価低減活動にも引き続き取り組みました。しかしながら、売上高の減少や原材料

コストの高騰等の影響により、利益は大幅に減少しました。

この結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は152億４千７百万円、営業利益は６億５千９百万円、

経常利益は６億２千３百万円、四半期純利益は３億１千５百万円となりました。

　

事業の部門別業績は、次のとおりです。

①配電盤関連事業

(イ)配電盤部門については、電気設備を雷被害から保護する雷対策引込盤や小型キュービクルのモデル

チェンジなどを行いました。しかしながら、民間設備投資の低迷や住宅投資の減少等の影響により、売

上高は74億６千万円となりました。

(ロ)キャビネット部門については、主にオプション品の機種追加を行い、バリエーションの充実に努めま

したが、配電盤部門同様に市況は厳しく推移し、売上高は56億１千１百万円となりました。

(ハ)遮断器・開閉器部門については、積極的な販売活動を展開した結果、売上高は11億３百万円となりま

した。

(ニ)パーツ・その他部門については、熱関連機器の新たな市場投入などを行い、売上高は10億６千万円と

なりました。

　

この結果、当事業部門の売上高は152億３千５百万円、営業利益は６億６千万円となりました。

　

②金型関連事業

当事業部門については、主に金型等の製造販売を行っており、グループ外への販路拡大、生産性向上

等の諸施策を推進してきました。この結果、売上高は１千２百万円となりました。
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(2) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前四半期連

結会計期間末に比べ2,362百万円減少し、6,163百万円となりました。なお、当第３四半期連結会計期間

におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は次のとおりです。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは △260百万円となりました。これは主に配電盤関連事業によ

るキャッシュ・フローであり、税金等調整前四半期純利益623百万円の計上に対し、減価償却費1,180百

万円などによる資金の増加があった一方で、売上債権の増加905百万円、賞与引当金の減少717百万円、

法人税の支払額459百万円等による資金の減少があったためです。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは△1,292百万円となりました。これは主に掛川工場等の生産設

備の取得による支出1,375百万円、タイ王国の子会社への増資による支出606百万円などを行ったこと

によるものです。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは △809百万円となりました。これは主に配当金の支払による

支出339百万円、自己株式の取得による支出 459百万円によるものです。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は413百万円です。

　

(5) 経営者の問題認識と今後の方針について

当社グループを取り巻く経営環境は、公共投資および設備投資動向により変動し、価格競争は厳しい

状況にあります。

これらの状況を踏まえて当社グループとしては、スペックイン活動および新規ユーザー開拓による

マーケティング活動の強化と事業領域の拡大、生産性向上および調達コスト削減によるコスト競争力

の強化、海外調達および海外生産等の海外事業の推進を行っていきます。また安全・安心な、高い品質

の製品・サービスの提供と、海外市場開拓も視野に含めた新製品の開発等を通じて、更なる標準品市場

の拡大と、標準品メーカーとしての確固たる地位を確立していきます。
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第３【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の

新設、除却等のうち完成した主なものは次のとおりであり、その他について重要な変更はありません。

なお、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。

　

事業所名 所在地 設備の内容 完成年月
金額
(百万円)

備考

日東工業株式会社
掛川工場

静岡県
掛川市

キャビネット等生産設備 平成20年12月 1,738生産設備の新設

(注) １　掛川工場建設(平成20年３月建物完成)にともなうキャビネット等生産設備の新設ですが、生産設備の合理化等

が主目的であり、完成後の生産能力はほとんど変わりません。

２　上記金額には消費税等は含まれていません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 96,203,000

計 96,203,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 44,000,00044,000,000

東京証券取引所
（市場第一部）
名古屋証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株です。

計 44,000,00044,000,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成20年12月31日 ― 44,000 ― 6,578 ― 6,986

　

(5) 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握していません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成20年９月30日）の株主名簿による記載をしてい

ます。

① 【発行済株式】

平成20年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

1,971,800
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

41,974,200
419,742 ―

単元未満株式
普通株式

54,000
― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 44,000,000― ―

総株主の議決権 ― 419,742 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」および「単元未満株式」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式がそれ

ぞれ200株(議決権の数２個)および20株含まれています。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式78株が含まれています。

　

② 【自己株式等】

平成20年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
日東工業株式会社

愛知県愛知郡
長久手町蟹原2201番地

1,971,800 ― 1,971,8004.48

計 ― 1,971,800 ― 1,971,8004.48

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 1,2771,2641,1291,0331,0701,070 878 910 880

最低(円) 1,1041,032 977 902 951 720 560 710 753

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部における市場相場です。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりです。

　

役職の異動

役員の氏名 新役職名 旧役職名 異動年月日

松 下 隆 行
取締役

機材事業部長

取締役
機材事業部長
兼菊川工場長

平成20年11月１日
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しています。

なお、当第３四半期連結会計期間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び当第３四半期連結

累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日まで)については、「財務諸表等の用語、様式及び作成方

法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成20年８月７日　内閣府令第50号)附則第７条第１項第

５号のただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しています。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間(平成20年10月１

日から平成20年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、栄監査法人により四半期レビューを受けています。
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１【四半期連結財務諸表】
　　(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位:百万円）

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
（平成20年３月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,082 5,494

受取手形及び売掛金 ※５
 13,161 14,589

有価証券 1,801 5,298

商品及び製品 2,980 2,619

仕掛品 2,011 1,581

原材料及び貯蔵品 1,299 1,303

繰延税金資産 858 849

その他 776 665

貸倒引当金 △203 △210

流動資産合計 27,769 32,192

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※２
 10,467

※２
 11,046

機械装置及び運搬具（純額） ※２
 7,946

※２
 7,766

土地 8,395 8,396

建設仮勘定 342 571

その他（純額） 1,282 1,289

有形固定資産合計 ※１
 28,435

※１
 29,071

無形固定資産

のれん 235 289

その他 54 59

無形固定資産合計 289 349

投資その他の資産

投資有価証券 3,694 3,932

不動産信託受益権 1,589 1,608

長期預金 500 500

前払年金費用 2,333 1,948

その他 1,925 1,324

貸倒引当金 △31 △23

投資その他の資産合計 10,012 9,290

固定資産合計 38,737 38,710

資産合計 66,506 70,902
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（単位:百万円）

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
（平成20年３月31日）

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,861 2,703

短期借入金 250 250

1年内償還予定の社債 300 20

未払法人税等 589 1,611

賞与引当金 484 1,266

役員賞与引当金 22 52

その他 2,702 4,002

流動負債合計 7,210 9,905

固定負債

社債 － 300

長期未払金 95 129

繰延税金負債 258 424

その他 100 110

固定負債合計 454 964

負債合計 7,665 10,870

純資産の部

株主資本

資本金 6,578 6,578

資本剰余金 6,986 6,986

利益剰余金 46,536 46,666

自己株式 △2,324 △1,457

株主資本合計 57,777 58,774

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 390 628

評価・換算差額等合計 390 628

少数株主持分 673 629

純資産合計 58,841 60,032

負債純資産合計 66,506 70,902
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　(2)【四半期連結損益計算書】
　　　【第３四半期連結累計期間】

(単位:百万円)

当第３四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日
  至 平成20年12月31日)

売上高 44,145

売上原価 31,825

売上総利益 12,319

販売費及び一般管理費 ※１
 10,182

営業利益 2,136

営業外収益

受取利息 42

受取配当金 77

不動産信託受益権収入 72

その他 163

営業外収益合計 355

営業外費用

支払利息 8

売上割引 250

為替差損 93

その他 38

営業外費用合計 390

経常利益 2,101

特別利益

固定資産売却益 0

特別利益合計 0

特別損失

固定資産除売却損 35

投資有価証券評価損 43

特別損失合計 78

税金等調整前四半期純利益 2,023

法人税、住民税及び事業税 1,015

法人税等調整額 △16

法人税等合計 999

少数株主利益 54

四半期純利益 969
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【第３四半期連結会計期間】
(単位:百万円)

当第３四半期連結会計期間
（自 平成20年10月１日
  至 平成20年12月31日)

売上高 15,247

売上原価 11,184

売上総利益 4,063

販売費及び一般管理費 ※１
 3,403

営業利益 659

営業外収益

受取利息 15

受取配当金 17

不動産信託受益権収入 23

その他 49

営業外収益合計 104

営業外費用

支払利息 2

売上割引 85

為替差損 40

その他 12

営業外費用合計 141

経常利益 623

特別利益

投資有価証券評価損戻入益 10

特別利益合計 10

特別損失

固定資産除売却損 10

特別損失合計 10

税金等調整前四半期純利益 623

法人税、住民税及び事業税 311

法人税等調整額 △5

法人税等合計 305

少数株主利益 1

四半期純利益 315
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　(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位:百万円)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
至 平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,023

減価償却費 3,264

のれん償却額 54

賞与引当金の増減額（△は減少） △782

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △29

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0

前払年金費用の増減額（△は増加） △384

受取利息及び受取配当金 △119

支払利息 8

有形固定資産売却損益（△は益） 0

有形固定資産除却損 33

投資有価証券評価損益（△は益） 43

売上債権の増減額（△は増加） 1,428

たな卸資産の増減額（△は増加） △787

仕入債務の増減額（△は減少） 158

未払消費税等の増減額（△は減少） 135

その他 217

小計 5,265

利息及び配当金の受取額 118

利息の支払額 △7

法人税等の支払額 △2,005

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,371

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,220

定期預金の払戻による収入 1,810

有形固定資産の取得による支出 △4,467

有形固定資産の売却による収入 1

投資有価証券の取得による支出 △202

投資有価証券の売却による収入 299

子会社株式の取得による支出 △606

その他 △5

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,390

財務活動によるキャッシュ・フロー

社債の償還による支出 △20

配当金の支払額 △1,103

少数株主への配当金の支払額 △11

自己株式の取得による支出 △867

その他 0

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,001

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,020

現金及び現金同等物の期首残高 9,183

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,163
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年12月31日)

会計処理基準に関する事項の変更

（棚卸資産の評価に関する会計基準の適用）

「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計

基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９

号）を第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準

については、原価法（原材料については低価法）から

原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）に

変更しています。なお、同基準の適用による四半期連

結財務諸表への影響は軽微です。

 

　

【簡便な会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年12月31日)

１　一般債権の貸倒見積高の算定方法

当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連

結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認

められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使

用して貸倒見積高を算定しています。

 

２　棚卸資産の評価方法

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高は、実地棚卸

を省略し、第２四半期連結会計期間末の実地棚卸高を

基礎として合理的な方法により算定しています。

 

３　経過勘定項目の算定方法

固定費的な要素が大きく、予算と実績の差異が僅少

のものについては、合理的な算定方法による概算額で

計上する方法によっています。

 

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年12月31日)

　税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半

期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を

採用しています。
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【追加情報】

　

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年12月31日)

（有形固定資産の耐用年数の変更）

電気機械器具製造業用機械設備については、平成20

年度の法人税法の改正に伴い、耐用年数７年を採用し

ています。

この結果、従来と同一の基準によった場合と比べて

当第３四半期連結累計期間の減価償却費は579百万円

増加し、営業利益、経常利益、税金等調整前四半期純利

益はそれぞれ同額減少しています。

 

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１　有形固定資産減価償却累計額 48,929百万円

　

※１　有形固定資産減価償却累計額 46,060百万円

　

※２　国庫補助金受入れによる有形固定資産の圧縮記帳

累計額は96百万円(建物及び構築物94百万円、機械

装置及び運搬具１百万円)であり、取得価額より減

額しています。

※２　国庫補助金受入れによる有形固定資産の圧縮記帳

累計額は96百万円(建物及び構築物94百万円、機械

装置及び運搬具１百万円)であり、取得価額より減

額しています。

　３　受取手形裏書譲渡高は、161百万円です。

 

　３　受取手形裏書譲渡高は、161百万円です。

　４　当社は運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀

行２行と特定融資枠契約を締結しています。

　　　当第３四半期連結会計期間末における特定融資枠契

約に係る借入未実行残高等は次のとおりです。

特定融資枠契約の総額 5,000百万円

借入実行残高 ―

差引額 5,000

 

　４　当社は運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀

行２行と特定融資枠契約を締結しています。

　　　当連結会計年度末における特定融資枠契約に係る借

入未実行残高等は次のとおりです。

特定融資枠契約の総額 5,000百万円

借入実行残高 ─

差引額 5,000

 

※５　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につ

いては、手形交換日をもって決済処理しています。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関

の休日であったため、次の満期手形が、当四半期連

結会計期間末日残高に含まれています。

受取手形 469百万円

※５　　　　　　　―────
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(四半期連結損益計算書関係)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年12月31日)

※１　主な費目及び金額は次のとおりです。

運賃 1,941百万円

広告宣伝費 446

貸倒引当金繰入額 0

従業員給料 2,514

賞与引当金繰入額 152

役員賞与引当金繰入額 22

退職給付引当金繰入額 39

事業税 57

減価償却費 410

賃借料 254

研究開発費 1,199

のれん償却費 54

その他 3,086

計 10,182
 
　

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
 至　平成20年12月31日)

※１　主な費目及び金額は次のとおりです。

運賃 670百万円

広告宣伝費 215

貸倒引当金繰入額 6

従業員給料 698

賞与引当金繰入額 152

役員賞与引当金繰入額 9

退職給付引当金繰入額 13

事業税 18

減価償却費 123

賃借料 85

研究開発費 413

のれん償却費 18

その他 977

計 3,403
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年12月31日)

　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 5,082百万円

預入期間が３か月を超える定期預

金
△420

取得日から３か月以内に償還期限

の到来する短期投資（有価証券）
1,501

現金及び現金同等物 6,163
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日

　至　平成20年12月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(千株) 44,000

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 2,569,772

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　
４　配当に関する事項

　配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年６月27日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 763 18平成20年３月31日 平成20年６月30日

平成20年11月13日
取締役会

普通株式 利益剰余金 336 8 平成20年９月30日 平成20年11月28日

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

(単位：百万円)

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

前連結会計年度末残高 6,578 6,986 46,666 △1,457 58,774

当第３四半期連結会計期間末までの
変動額

　剰余金の配当 △1,099 △1,099

　四半期純利益 969 969

　自己株式の取得　※ △867 △867

　自己株式の処分 △0 0 0

当第３四半期連結会計期間末までの
変動額合計

△130 △866 △997

当第３四半期連結会計期間末残高 6,578 6,986 46,536 △2,324 57,777

※　　平成20年７月30日開催の取締役会決議に基づき、平成20年８月から12月に市場から取得した自己株式が865百万円

含まれています。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期

間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

当社グループは、製品の種類、性質、製造方法、販売市場等の類似性から判断して、同種・同系列の「配

電盤関連」の製造販売を主たる事業として行っています。従たる事業として、金型等の製造販売等を行っ

ていますが、小規模な事業であり、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の合計額に占める各割合は

10％未満ですので、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しています。

　

【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期

間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社はないため、所在地別セグメント情報の記載を省略して

います。

　

【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期

間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

連結売上高に占める海外売上高は10％未満ですので、海外売上高の記載を省略しています。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

１株当たり純資産額 1,403円99銭 １株当たり純資産額 1,399円99銭

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりです。

　

項目
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

純資産の部の合計額(百万円) 58,841 60,032

純資産の部の合計額から控除する金
額(百万円)

673 629

（うち少数株主持分） (673) (629)

普通株式に係る純資産額(百万円) 58,167 59,403

１株当たり純資産額の算定に用いら
れた普通株式の数(千株)

41,430 42,431

　

２　１株当たり四半期純利益金額

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
 至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 23円00銭１株当たり四半期純利益金額 7円56銭

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在していないため、記載していません。

２　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりです。

　

項目
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
 至　平成20年12月31日)

四半期純利益金額(百万円) 969 315

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 969 315

普通株式の期中平均株式数(千株) 42,156 41,769

　

　

２ 【その他】

平成20年11月13日開催の取締役会において、平成20年９月30日最終の株主名簿及び実質株主名簿に記載

又は記録された株主又は登録質権者に対し、中間配当を次のとおり行う旨決議しました。

中間配当金総額 336百万円

１株当たりの中間配当金 ８円

支払請求権の効力発生日
及び支払開始日

平成20年11月28日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月９日

日東工業株式会社

取締役会　御中

　

栄監査法人

　

代表社員
業務執行社員

公認会計士　　田　　口　　　　　滋　　印

　

代表社員
業務執行社員

公認会計士　　玉　　置　　浩　　一　　印

　

代表社員
業務執行社員

公認会計士　　楯　　　　　泰　　治　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日東

工業株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平

成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12

月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日東工業株式会社及び連結子会社の平成20年

12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経

営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しています。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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